
現代のガリレオ処分を許すな！

自由に科学的真実を
追求･研究できる環境を 日本に

4 人の日本人がノーベル賞を受賞し、日本中が湧いたのは記憶に

新しいと思います。しかし、4人のうち 2人はアメリカに移住し

てからの業績であり、科学者が世界に通用するような一流の研究

に没頭できる環境を日本に整えることが急務となっています。

そんな中、そのような願いと逆行するような「現代のガリレオ・

ガリレイの抹殺」とも言える残念な事件がありました。

 　筑波大学教授でプラズマ研究セ

ンター長を務めていた長照二教授が

昨年 3月にその職を解任され、9月

には筑波大学より懲戒解雇の処分を

受けました。また、彼の研究グルー

プの 3名が 10 月に大学から停職 4

カ月から 1カ月の処分を受けまし 

た。その理由はこの研究グループ

が執筆し権威ある科学誌 “Physical 

Review Letters” に発表した論文に

「データの改ざん」があったとする

ものです。      

　しかしながらこの事実について

は、この間、長教授が「改ざん」で

ないことを別の論文で明らかにする

とともに、世界のプラズマ研究者か

らも同様の意見と大学の措置に対す

る抗議の声が寄せられています。

　それにもかかわらず大学は懲戒解

雇・ 停職を強行しました。長教授は

これに対して解雇撤回の提訴を起こ

しました。

　筑波大学の今回の処分には多くの

疑問・疑惑があることから、私たち

は長教授はじめ彼の研究グループを

支援して、処分撤回・原職復帰・名

誉回復を勝ちとるため活動を始めま

した。

　科学的な真実を追究する科学者

が、理不尽な圧力で 葬り去られよ

うとしています。それはあたかも真

実を曲げることを強要され「それで

も地球は回っている」とつぶやいた

ガリレオ処分の現代版です。私た 

ちは今「現代のガリレオ処分を許す

な！」を合い言葉に運動をすすめま

す。皆さんのご支援をお願いします。
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裁かれるべきは筑波大現執行部
ー米国物理学会誌の抗議声明ー

　12 月 2日、世界でもっとも信頼

性が高いといわれるアメリカ物理学

会の機関紙である "Physics Today" 

誌上で本事件に関しての筑波大学に

対する公式な抗議声明が掲載されま

した。声明では事件の経過に触れた

上で、専門家の立場から、長教授ら

の研究グループが「故意にデータを

改ざんしていないことは明白」と述

べられています。さらにこの間、専

門家からは、長教授の主張に関する

科学的な信頼性についての支持表明

が、少なくとも 4通は筑波大学長

に届けられました。しかし、これら

の意見も全て無視されたため、「筑

波大学が当該分野の専門家の意見に

関心を払わない」と、抗議しました。

「我々は、筑波大学がとった、長教

授が大学から解雇されることになっ

た一連の行動は、科学研究分野にお

ける検閲の一形態にあたるものと

懸念し」「適切に構成された国際的

な科学委員会がこのような筑波大学

の行動について調査すべき」と結ん

でいます（抗議文全文をＨＰに掲載  

http://cho-teruji.org ）。
　国際的に見れば「裁かれるべきは

筑波大学」だということが明白にな

ってきています。筑波大学はこうし

た国際的な世論に耳を傾け、即刻長

教授らへの処分を撤回し、原職への

復帰、名誉回復をはかるべきです。

世界各国の多くの専門家から
M副学長に諫言

　今回の処分に一貫した積極的関与

が認められるM副学長が "Physics 

Today" 誌にこれを出版しないよう

依頼した事実、言論の自由・学問の

自由を脅かすに等しい文書を送付し

ていたことが明らかになりました。 
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　今回の長教授に降りかかったこ

の事件は、長教授らが、ある人た

ちにとって「不都合な真実」を明

らかにしてしまったことによるも

のではないかと考えられます。

　1990 年代日本のプラズマ核融

合学会は ITER（イーター、国際

熱核融合炉）問題で「10 年戦争」

ともいわれる深刻な論争を経験

しました。国際協力で建設が決

められて以降、これへの参加と日

本への誘致をめぐって日本の学会

は大揺れに揺れたと言っても過言

ではありません。もともとプラ

ズマ核融合炉には「トーラス型」

（ドーナツ型）と「ミラー型」（直

線型）等があり、その優位性をめ

ぐって競いつつ多様な実験が繰り

返されてきました。しかし、結局

2003 年文科省は「ITER」誘致に

伴う「トーラス型」研究の一元化

へと大きく舵を切ることとなりま

した。その結果「ミラー型」への

研究予算は削減され、日本の大学

のこれと異なる形式のプラズマ・

核融合研究は次第に圧力を受ける

ようになり、筑波大学のプラズマ

研究センターが所有する実験装置 

GAMMA10 は、現在日本で唯一

稼働している「ミラー型」実験装

■コラム■　不都合な真実
置となりました。

　しかし、まさにこの GAMMA10 

を使った実験で、長教授らはプラ

ズマ核融合で最大の課題の一つで

あったプラズマの制御について一

定の成果をあげることに成功した

のです。このことは「ミラー型」

の再評価につながり、アメリカで

は ITER につけられる予算がゼロ

となる中で、「ミラー型」に対す

る検討会がエネルギー省にたちあ

げられる、という事態につながり

ました。今回の事件はその矢先に

起きたものです。

　さらに、状況に便乗する形で筑

波大学側が推進しようとしている

「研究センターの一極集中化」の

目論見も、今回の調査委員会の人

員構成及び経緯等、まさに大学内

部資料自体が証拠となる形で次々

と明らかになろうとしています。

　長教授らの研究成果を「不都合

な真実」として葬り去ろうとして

いる人たちが今回の事件をでっち

上げている、と考えざるを得ない

状況が次々と発見されています。

　長教授は、「真実は真実」として、

「正すべきものは正すべき」と考

える“科学的良心”に基づいて、

裁判を提起しています。

2 月 7日に
「支援する会」が発足

　この間、長教授らを支援してきた

人たちに加えて、地域の労働組合や

学者・文化人、教え子の皆さんが一

堂に会して「長教授らを支援する会」

（仮称）が 2月 7日正式発足します。

当日は午後２時から、つくば国際会

議場で設立総会を行い、総会終了後、

長教授に「やさしくわかるプラズマ

のお話」と題して、最先端科学の話

を素人にもわかりやすく講演してい

ただく予定です。是非多くの皆さん

のご参加をお願いします。

●日時　2月 7日（土）　　午後２時～４時
●内容　「支援する会」結成総会
●場所　つくば国際会議場　４Ｆ 405 会議室

　　　　　　

現代版ガリレオ処分を許すな！
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■つくば国際会議場 http://www.epochal.or.jp/index.html 
TEL：029-861-0001 
＊交通アクセス　http://www.epochal.or.jp/access/index.html
「つくばエクスプレス」で　秋葉原駅より快速 45 分（1150 円）つくば駅より徒歩 10 分

＊記念講演＊

やさしくわかる

プラズマのお話
講演　長照二 博士

■ TX つくば駅 A3出口のエスカレーターを上りきり、

目の前にある階段を上がり、そこから右に歩行者専用

道路（ペデストリアン）を南へ。

道なりに進みますと徒歩約１０分で国際会議場です。

　このことを知った欧州やロシア、

米国など世界各国の専門家までが、

同副学長の文書に対して、「長教授

はその科学的結論が、科学的な根

拠に基づいて得られることを専門

的に立証している」ことを認定し

たうえで、この書簡では「筑波大学

が長教授になされた非難を今もっ

て撤回しないことを理解できない」

と言及し、「貴大学が本件の処分を

改めるのに、決して遅すぎるとい

うことはありません」と諫言して

います。この事実は同副学長への

返書を３人の学者が関係研究者に

も転送したことから明らかになり

ました（書簡全文をHPに掲載）。

一般参加：可　主催：長教授らを支援する会準備会


